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SDGsで共に創る　持続可能な行方

油
、
天
然
ガ
ス
、
石
炭
と
い
っ
た
化
石

燃
料
を
は
じ
め
、
水
力
、
原
子
力
、
風

力
、
潮
力
、
地
熱
、
太
陽
光
等
の
自
然

か
ら
直
接
採
取
で
き
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

こ
と
で
す
。一
次
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
転
換・

加
工
し
た
も
の
を
二
次
エ
ネ
ル
ギ
ー
と

い
い
ま
す
。
例
え
ば
、
火
力
発
電
所
で

石
油
を
燃
や
し
て
得
ら
れ
る
電
力
が
二

次
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
な
り
ま
す
。

３
．
持
続
可
能
な
開
発
シ
ナ
リ
オ
と
エ

ネ
ル
ギ
ー

　
日
本
も
加
盟
す
る
国
際
エ
ネ
ル
ギ
ー

機
関
（
Ｉ
Ｅ
Ａ
）
は
、「
万
人
の
た
め

の
安
全
で
持
続
可
能
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

政
府
や
産
業
と
共
に
実
現
す
る
」
こ
と

を
ミ
ッ
シ
ョ
ン
と
し
て
い
ま
す
。
Ｉ
Ｅ

Ａ
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
全
般
に
関
わ

る
重
要
な
国
際
機
関
で
、
安
全
保
障
の

確
保
、
環
境
保
護
、
経
済
成
長
、
世
界

的
な
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
（
※
）
を
共

通
の
目
標
に
掲
げ
て
い
ま
す
。（
Ｉ
Ｅ

Ａ
２
０
２
１
：
７
）

　
Ｉ
Ｅ
Ａ
は
、
持
続
可
能
な
開
発
シ
ナ

リ
オ
（
Ｓ
Ｄ
Ｓ
）
を
提
示
、
二
酸
化
炭

素
の
排
出
削
減
（
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
目
標
13
、

気
候
変
動
対
策
）、大
気
汚
染
対
策
（
目

標
３
、
健
康
）
や
万
人
の
た
め
の
エ
ネ

第
46
回

エ
ネ
ル
ギ
ー
と
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

行
方
市
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
推
進
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
・
茨
城
大
学
教
授　
野
田 

真
里

２
．
効
率
的
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
ー
エ

ネ
ル
ギ
ー
強
度
と
は
？

　
私
た
ち
の
経
済
・
社
会
生
活
を
持
続

可
能
な
も
の
に
す
る
た
め
に
は
、
効
率

良
く
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
利
用
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
タ
ー
ゲ
ッ
ト
７・

３
は
「
２
０
３
０
年
ま
で
に
、
世
界
全

体
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
効
率
の
改
善
率
を
倍

増
さ
せ
る
」
と
定
め
て
い
ま
す
。
エ
ネ

ル
ギ
ー
強
度
（
Ｅ
Ｉ
）
は
、
こ
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
効
率
を
測
る
上
で
重
要
で
、
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
グ
ロ
ー
バ
ル
指
標
の
７・３・１

と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
エ
ネ
ル
ギ
ー
強
度
と
は
、
Ｇ
Ｄ
Ｐ
当

た
り
の
一
次
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
、
経
済
活

動
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
効
率
性
を
示
し
ま

す
。
各
国
の
Ｅ
Ｉ
は
「
一
次
エ
ネ
ル

ギ
ー
国
内
供
給
量
」を「
実
質
Ｇ
Ｄ
Ｐ
」

で
割
っ
た
値
に
な
り
ま
す
。
し
た
が
っ

て
、
こ
の
数
字
が
小
さ
い
方
が
、
エ
ネ

ル
ギ
ー
効
率
が
良
い
と
い
う
こ
と
に
な

り
ま
す
。

　
な
お
、
一
次
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
は
、
石

１
．
私
た
ち
の
生
活
に
不
可
欠
な
エ
ネ

ル
ギ
ー
と
持
続
可
能
性

　
今
年
の
夏
も
猛
暑
と
な
り
、
茨
城
県

そ
し
て
各
地
で
35
℃
を
超
え
る
危
険
な

暑
さ
と
な
っ
て
い
ま
す
。
気
候
変
動
の

影
響
が
懸
念
さ
れ
ま
す
ね
。
熱
中
症
予

防
な
ど
私
た
ち
の
健
康
を
守
る
上
で
、

エ
ア
コ
ン
の
適
正
な
使
用
は
不
可
欠
で

す
。
私
た
ち
の
経
済
・
社
会
生
活
に
は

エ
ネ
ル
ギ
ー
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
目
標
７
で
は
、「
す
べ

て
の
人
々
が
、
手
頃
な
価
格
で
信
頼
性

の
高
い
持
続
可
能
で
現
代
的
な
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
利
用
で
き
る
よ
う
に
す
る
」
と

さ
れ
て
い
ま
す
。
日
本
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
持
続
可
能
性
に
つ
い
て
は
、
次
の
よ

う
な
課
題
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。
化

石
燃
料
へ
の
依
存
率
が
８
割
を
超
え
て

い
る
こ
と
と
、
化
石
燃
料
の
ほ
と
ん
ど

は
輸
入
で
あ
り
、
そ
の
約
９
割
が
中
東

に
依
存
し
て
い
る
こ
と
で
す
。

ル
ギ
ー
の
ア
ク
セ
ス
（
目
標
７
）
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。Ｉ
Ｅ
Ａ
の『
グ
ロ
ー

バ
ル
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
お
よ
び
Ｃ
Ｏ
２
現

況
報
告
書
』（
２
０
１
９
年
）
に
よ
れ

ば
、Ｓ
Ｄ
Ｓ
の
実
現
に
向
け
、毎
年
３
％

以
上
の
Ｅ
Ｉ
の
低
下
、
つ
ま
り
エ
ネ
ル

ギ
ー
効
率
の
改
善
が
必
要
と
さ
れ
て
い

ま
す
。
２
０
１
０
～
２
０
１
８
年
の
期

間
、
世
界
経
済
全
体
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
効

率
は
改
善
傾
向
に
あ
る
も
の
の
、
Ｓ
Ｄ

Ｓ
の
想
定
に
は
届
い
て
お
ら
ず
、
よ
り

一
層
の
努
力
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

図　エネルギー強度（EI）の年平均変化と持続可能な開発シナリオ（SDS）

出典：IEA（2019:23）
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